
自然災害が多い国「日本」～日常の生活から見る備え 

 

地震、津波、洪水、豪雨、台風、火山噴火と、日本という国は自然災害が多く起こる

国ではないだろうか。つい最近も最強クラスともいわれた台風 19 号ハギビスが日本を

直撃し、甚大な被害をもたらした。また、日本列島は度重なる大地震にも見舞われてい

る。災害が多く起こる日本という地に住んでいる人々はこれらの災害と向き合い、長年

付き合ってきている。人々は常日頃から防災ということを意識して突然やってくる災害

に対して備えている。 

 

 防災対策においては、地震で建物が倒れないようにするために建物に耐震機能を持た

せたり、洪水や浸水を防ぐためにダムや堤防を築いたりするハード面もあるが、個人レ

ベルで対策をとることができる防災グッズの準備や家具の転倒防止などのソフトな面

もある。ここでは、後者の個人がそれぞれできる防災対策について見てみることとする。 

 

１．ハザードマップ 

敵と戦うためにはまずは知ることからという言葉もあるように、災害による被害を防

ぐためにもまずはその場所でどんな災害が起こる可能性があるのかを知ることが大切

である。日本では各市町村のホームページに「ハザードマップ（被害予測地図）」とい

うものが載せられている。ハザードマップで自宅または職場の位置を確認することで、

その場所ではどのような災害が起きやすいのか、周辺にどういった避難場所があるのか

を事前に把握することができる。 

 

東京都世田谷区の洪水ハザードマップ 

 

 世田谷区が掲載している洪水ハザードマップで見れば、赤く記されている多摩川の近

くの地域は最大で約 5メートルの浸水が予想されるということが確認できる。5メート

ルというと、2階建て住宅の 2階の天井近くまでということになるので、かなり危険と



いうことが認識できる。また、ハザードマップには災害時に避難所として使われる施設

も記されているので、自宅や職場が危険な場所にある場合の避難先も確認できる。避難

所として指定される施設は、通常は地域の中にある小中学校や公民館、公園などの公共

施設が一般的である。ただし、地震や洪水などそれぞれの災害の種類によって避難所の

立地も考慮に入れて使い分けた方が望ましい。 

 

２．定期的な消防訓練 

災害のほとんどは突然やってくるもの。台風の場合は、事前の天気予報によって予測

することができるが、地震や火山の噴火となると正確に予測するのは難しい。それゆえ

に、災害が起こることへの備えは日常から備えておいた方がよい。せっかくハザードマ

ップで自宅の危険度や避難場所を確認できても、避難をする際の経路や持ち物などは練

習をした方がよい。 

 

消防法により、ビルや事業所の管理者は年 2回以上の消防訓練を行うことを義務と定

めています。消防訓練とは、主に消火器や消火栓を使用した初期の「消火訓練」と建物

内に災害が発生したことを知らせて避難、誘導、及び避難器具を使った「避難訓練」の

ことを指す。つまりは、幼稚園や保育園、学校、企業、マンションなどでは、火災や地

震の発生を想定した訓練の実施を必ずしなければならないということです。  

  

そのため、特に幼い子供の命を預かる幼稚園や保育園では、月に一度の避難訓練が行

われていることも多い。例えば地震を想定しての訓練は、たとえ訓練あっても実際に緊

急ベルが鳴る。度重なる訓練によって鍛えられた子どもたちはベルの音を聞くと瞬時に

しゃがみこんで頭も守ったり、机の下に隠れたりできるようになる。揺れが収まってか

らはハンカチなどを口に当てて、「慌てず・騒がず・押し合わず」を意識しながら安全

なグラウンドなどへ移動する。教師たちは緊急時のリスト（リストには子どもの連絡先

や住まいの場所などが書かれていることが多い。）を持ち、子どもたちの人数を確認す

る。このような訓練が入園した時から毎月行われているので、実際に災害が起きた場合

の素早い非難に繋がる。 

 

 

幼稚園で行われている避難訓練 



 

 また、学校などに限らず、企業やマンションなどでも管理会社のもとで消防署の職員

の立会いの下で消防訓練が行われていることがある。この場合は、エレベーターが止ま

っていると想定されることもあるので、オフィスが高層ビルに入っている企業の従業員

たちは階段で地上まで降りることが必要となる。避難訓練と同時に、実際に消火器具と

使った消火の練習も併せて行われることがある。 

 

  

マンションで行われている消防訓練 

 

３．防災グッズ 

 

ハザードマップで自分がいる場所の危険度を確認し、それから緊急時の避難先までの

経路を確認する。自宅が被災してしまった場合は避難所での生活をすることとなります

が、自宅に戻れる場合は自宅非難をすることも可能である。災害に備える際には自宅に

おいて食料や電池などの備蓄、家具の転倒防止、すぐに持ち出せるように緊急時の持ち

出しバッグの準備などの対策が必要となる。 

 

災害時に一旦家から外へ非難する場合にすぐに持ち出せるように、緊急時の持ち出し

バッグは玄関の近くに置いておくことが良いとされている。内容は、家族構成によって

もことなるが、おおまかに以下の図に示されているものを持っておくとよい。 

 



 

緊急時持ち出しバッグ 

 

自宅で避難ができる場合は、人数分の最低限 3日分の食料を確保しておくことも大切

となるので、水や即席めんなどは、普段から多めに買っておいておく家庭も多い。 

災害時に重宝されるものも多い。 

 

また、日常生活で使っているもので災害時に役立つものも多い。たとえば、食品を保

存する際に使われるラップは、災害時はそれを皿の上に敷いて使うことで、皿を汚すな

く使うことができる。また、ケガした部位に巻くことで、救急処置の助けにもなる。ス

ーパーのビニール袋と布で簡易おむつ・ナフキンの代用とすることもできる。新聞紙と

段ボールで簡易スリッパを作り、足のけがを防ぐことができる。このようなアイディア

は知っておくことで、役に立つことも大きい。 

 



 

身近な素材の救急活用術 

  

また、家の中の被害を少しでも少なくするために、倒れる危険性がある家具にあらか

じめ転倒防止グッズを付けたり、食器棚などの扉が開かないようにフックを付けたりす

ることも対策としてすることができる。寝ているときに地震が起きることも考えられる

ので、寝室のベッドの周りにはには高い棚を置かない、重い壁画や飾りなどを壁に掛け

ないことで危険を少しでも食い止めることができる。 

 

 



家具の転倒防止対策 

 

自然災害が起こることを食い止めることは人間にとっては難しい。しかしながら、そ

の災害に向き合い、災害を日常の中に起こる一つの事象として認識することで、その被

害を少しでも少なく抑えることはできる。東京都では「東京防災」と題した防災情報誌

を作成しており、災害対策への周知に努めており、東京都のホームページにはこの「東

京防災」の冊子の全内容の外国語版を無料で公開されている。また、同じく東京都では

年に一度、日本に在住している外国人を対象とした防災訓練も実施している。災害が多

い国、日本という国だからこそ、私たちはそこで生活をしている彼らの防災対策から学

べることはきっと多いに違いない。 

 

 

東京都発行のハンドブック 

 

「東京防災」http://www.metro.tokyo.jp/chinese/guide/bosai/index.html 
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